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つばさクリニック
石川 亨



第１回
当院が４回目以降のワクチン接種をやめた理由
ワクチン健康被害の実態
副作用が起きる理由
医師が接種を続ける理由
ワクチン被害が報道されない理由
後遺症治療について

第２回
ワクチン健康被害者の声
ワクチンの有効性のまやかしについて
レプリコンワクチンについて
報道の問題

過去２回の復習



12月10日 CBCチャント 大石が聞く！





国は接種を勧めるので
あれば副反応に関する

科学的事実を示して欲しい



明治製菓ファルマの現役社員の
影山晃大さん（26歳）がワクチン接種後に死亡

著者名は「チームK」。亡くなった影山晃大
氏の無念を無駄にすまいとの思いによる命名



コロナワクチン接種による被害者・影山晃大さんの父・均さん

国が推奨するワクチンの負の側面を語るのは、タブーだという認識
が背後にあるのでしょう。私だって本音を言えば、目立ちたくない。

果たして若い彼らは命をかけてワクチンを打つ必要があったのかと
いう思いが湧きおこってきます

読者の皆さんにお願いです。「長いものには巻かれろ」という姿勢ではなく、メ
リットとデメリットを調べて納得したうえで、自ら接種の判断をしてください。
（中略）

息子を失うことになった私のような悔しさだけは、もう誰にも味わってほしく
ありません。

文藝春秋新年特大号



医療機関や医師会の方や自治体も、接種勧奨に向けても
う一度ワクチン接種がスタートしていることを広報して
いただきたい。インフルエンザ予防接種を受けにきた方
に、“同時接種もできますよ” と伝えると私のクリニック
では7～8割の方が “今日打っていきます” という。



「ワクチンのメカニズムが全然違うので、一緒にして考えてはいけま
せん。インフルエンザワクチンは、何十年も世界中で打たれてきて、
重大な副作用がとても少ないことが分かっています。副作用の点だけ
見ても、まったく違いますね」

だいぶワクチンの接種率が悪い」

11月12日、定期接種の伸び悩みを受け、尾崎会長
「インフルエンザのワクチンは“毎年打っている”とおっしゃるのに…」

と、インフルエンザワクチンを引き合いに出し、コロナワクチン接種を
促した。

コロナワクチンに詳しい新潟大学名誉教授の岡田正彦氏









アメリカで新たな研究が示した新型コロナワクチンの重大なリ
スク発表によると、最新の査読付き論文で、コロナワクチン接
種後に脳血栓症が発生する確率は、インフルエンザワクチン接
種後と比較して約112,000倍高いとされています。
また、他の全てのワクチンと比べても、20,700%高いリスクが
確認されました。

報告されたケース数も驚くべき数で、コロナワクチン接種後には
脳血栓症が5,137件も報告されていますが、これはインフルエン
ザワクチンの408か月分の接種で報告された52件を遥かに上回り
ます。研究者たちは、この圧倒的な安全シグナルに基づき、即時
のワクチン使用停止を求めています。

Covid-19vaccines:A Risk Factor for Cerebral Thrombotic Syndromes より



「新型コロナワクチン接種後の死亡報告は
2261件。ワクチンの安全性に係る新たな懸
念は認められず、接種によるベネフィット
がリスクを上回る」



スパイクたんぱく

LNP（脂質ナノ粒子）

副作用の原因となる物質



副作用の機序

血栓形成
血球の凝集促進
心筋梗塞、脳梗塞、下肢血栓症

炎症
過剰な免疫反応
心筋炎、血管炎、脳炎、脊髄炎、膠原病

免疫能の低下
がん、帯状疱疹、コロナ感染



超過死亡とは？

例年から予測される死者数と、実際に報告された死者
数を比較した場合の増加分

感染症（特にインフルエンザやCOVID-19のパンデミック）
熱波や寒波などの異常気象、災害、戦争、大気汚染などによっ
て引き起こされる



小島勢二氏作成
アゴラweb版
2024年1月26日

（勉強会当日は提示していません。
当日使用したスライドは分かり
にくいため削除しました）







65歳以上の接種数を季節性インフルエンザワクチンと母数を
そろえた場合、救済制度の死亡認定数は約130倍になっている。
若い人も多く亡くなっており、死因は突然死が多い。
本市における今年3月までの2年間で、最終接種日から死亡まで

の期間は5カ月目がピーク。そこから8カ月目ぐらいまで高い。
また、死亡した人は、4回以上接種した人が多く感じる。

市民を守るためにも、そんな状況にあるワクチンに対し、
税金から補助は出せない。

大阪府泉大津市 南出賢一市長

こうしたデータをもとに科学的審議がされない中で、自治体や医者は自分の判断
に責任を持てるのか。振り返ればワクチンを巡り、有効性についての見解やデー
タは次々と変わっていった。最初は2回打てば感染予防効果がある、集団免疫が
できると言っていたが、結局はそうではなかった。ワクチンの効果は全く証明さ
れておらず、未だにきちんと総括されていない。



全国有志医師の会HP参照



コロナワクチン後遺症に対するビタミンD補充療法の効果





大阪府泉大津市 南出賢一市長

コロナやワクチンの後遺症で苦しむ人を助ける改善プログラムについて

最初は実証実験し、一定の効果が見られたので市の事業としてスター
トさせた。もう3年続けており、市外からの申し込みも増えている。
病院に行っても相談に乗ってもらえなかった人や、病院で治療を受け

ても悪化する人もいる。こうした患者が最終的に泉大津へやって来る。
後遺症には3つあり、一つはコロナ後遺症、もう一つはワクチン後遺症、
最後にワクチンを打ってコロナに感染した後の後遺症だ。
このうち、後者の2つが大変。自己免疫疾患の患者も主にこの2つだ。



コロナ後遺症
ワクチン接種後コロナ後遺症

ワクチン後遺症
コロナ感染後ワクチン後遺症

４つの後遺症

国、医師会、学会はワクチン後遺症治療にも目を向けて欲しい

４つの後遺症の治療法は大差はないはず
コロナワクチン推進派も反対派も根っこは同じ
双方が協力して治療法を研究するべき





次回開催のお知らせ
日時：令和7年2月23日（日）

14：00～16：00
場所：いきいきホール
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